
環境未来都市「持続可能な住宅地モデルプロジェクト」の進め方について

【趣旨】

・このプロジェクトでは、「中期４か年計画」に掲げた「コンパクトで活力のある郊外部のま

ちづくり」の具体化に向け、鉄道駅を中心に公共交通等でつながる住宅地のまちづくりや

郊外部の団地再生に取り組みます。

・これまで、地域主体のまちづくりの取組を市内の様々な地域で進めていますが、さらに、

民間事業者（鉄道事業者、開発事業者等）や大学等幅広い主体と連携することにより、取

組内容を広げ、地域課題の解決を進めていきます。

・広い市域を持つ横浜は、地域ごとに特性が異なり、一律な手法では課題解決を図ることは

現実的ではないことから、地域特性を踏まえていくつかの地域でモデル的な取組を進め、

その内容を検証した上で、他の地域に展開できる要素を抽出していきます。

・そして、このプロジェクトの取組を「環境未来都市」の主要な事業に位置づけ、庁内はも

ちろん、民間も含めた幅広い主体が連携した取組を通して、地域課題の解決を図る「横浜

型モデル」を作り出していきます。
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【今後のモデル事業候補】

相模鉄道沿線まちづくりの検討

次期中期計画への反映

その他関連する取組との連携
■身近なつながり・支え合いの仕組みづくり～横浜型支え合い住宅の整備～
■   〃   ～地域における子育て支援の充実～（子育て相談・子育てサロン）
■大規模な市民（需要家）参加によるスマートグリッド構築
■電気自動車(ＥＶ)利活用（ＥＶカーシェアリング、充電設備等導入など)
■農的空間の活用
■大都市（横浜）型の地域介護・医療連携システムの構築
■市民に身近な地域交通（交通サポート、バリアフリー歩行空間、モビリティマネ

ジメント、超小型モビリティ、コミュニティサイクル）
■ソーシャルビジネス支援
■女性の参画の推進、女性の活躍による経済の活性化         など

【地域主体の取組】

元気な地域づくり推進事業など

○プロジェクト推進イメージ図

○「持続可能な住宅地モデルプロジェクト」の取組を３つのモデル地区で実施します。

○ＵＲ都市機構や鉄道事業者をはじめとする民間事業者、地域、大学等幅広い主体と連携して
取組を進めます。
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